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前･jて|､Jだトトトノ､才力､催.I･とか

完J'するとキャンパスの卜|卜的心

I慾㈲か/片まった水仙賜内ては

川几抑牡町心汀しゝ

けて多ミ力辺染物か建てられ､世

蔽率かｊパトると戦後い高股経済成

長川いキャンハフ､に.こい状態にi

てずる

　

それに什って汚門を柚ふ

に内心辿跡か躍､yされ､附内中火

に文系詰才ぶしそれを収り川しよ

うこ丿∩万系ゾ部という川配の仙物

配岬しばほ生まりた．

　

個ぐの建築物について兄ろと、

丿片辺て煉瓦遣りかiくげてあり、

以面の特開のものと比へる七装川I

的要素加川し、それそれに個性的

な外㈹をしつこうに々ろ

　

二柚ｊ,心

世平物は、キャンハフ､に落に片ト

Λノ印目乱七したノパJ-

　

り八帝川人

才力桁威性を望徴するらのともな

八丿こ々よ八万八力仙焙物のいくっ

かは川fl丿いいノ丿､卜史的仕込物に化

生され､沁ぽ八つ封印とかっている．

　　

り八研究ヒヒしに､回心という

什余的没月白打=つ出外人才･にに

の㈹､没整備は忽かれ、水川尚内よ

りｰ址いくｎ小川イ山修にはほほ終

j'した．二の時川､|||坪目j:教室など

トヤリかい建築物かド|屁心川とは

ﾉ川レト路兄矢は､さんか西地トに侑

几に建八されてトる

　

肖ﾄﾄﾉ坪八十[

人十巾丿心祐内し丿丿㈹は、帆吸い出:

問足丿万て隅私的には似ﾉしれてい几
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牡町|乱と

して現しまれてい

る本部本館は、

1923(人白１丿「に

竣ししたものてあ

る｡もとちとこの

場所には第三高冷

中学校以牡の本館

白; a 2-＼2」かあ

つたが､1912年に焼尖しており、10

年丿ｿ､トノバド白の後の完成となっ

た､い設計の中心はＬマ部建築学教

京教授の武川八-てあった。

　

廸物の２階には総長室、吋賓宇

などの他に2,0朋人を収容する人

ホールかμかれ、人学宣付式や卒

哭式をはしめ汚陣の儀式か執り行

われた｡また１階には法マ部･経済

ヅ部の教室かあったか､特に第１

教宇はマ内て辰も広く、授哀だけ

で々く、様々ぺ･乱演余やワット人会

々とにも使われた｡こいように､時

計台はそのひときわ日･I/lつ外観も

あって、京人力シンボルとしての

役古|」を現配まて米だし続けている

のてある｡束京帝川人マの人試堂

ド引目謁叩T）の竣|万ら削人の時計台

とほほ同時jりjてあり、この時間は

　

｜

人字の廸築史を号える「｡て･印堤々

意味をちっと思われる｡

　　　　　

ｌ

　

々お､||乱［台面cﾉ対白け､貼=丿台趨

に以前に碩えられたJこうたか、こ

　

｜

の木は卜訓け訂|卜］叩丿川勺l台凪

て倒れてし|とい､川在内木口その

　

Ｉ

後に仙えかえべれたご代目てある。
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・小南111

　

･1削･j･肱ａ･.lj}よ11立蒔の本館か1912年･に焼矢したあとを受けて建てられた。

湧極所割にｊ回,行｡卜良室やりホールト置かわ‥大字のシンボル㈲存在となった。右側の煙突は本館北澗|』のボイラー
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北
部
構
内
の
整
備

{目０

造成中の｡壮,部偽内｡南側より北をのそむバ3-30)

　

l否成中の北部構内｡南側より北東をのそむ。〔3く川

　

学部の増設､学生の増加に伴い、

新たな敷地として現在の北部構内

か収得された｡はしめ1917いいト

６）年に敷地の西南部分か理科人

字用地として買収され､続いて

1921年､農学部設置が具体化する

なかで､京都巾より多額の寄付を

うけて残りの構内令域が買収され

たノり時の北部構内周辺は人家も

まぱらて､北側には晨の花畑か広

がり松ヶ崎のあたりまて目を遮る

ものはなかったという。また本部

構内との間にはさまれた今出川辿

も、まだ市電は走っておらず（開始

は1929年八道帽数メートル程度の

挟い道であっし

　

北部構内には、いこ農学部と川

宇部に関係する諸施設かつくら

れ､農学部附属農場や演習林試験

地､理学部附図柚物園のように広

い緑地を必要とする施設か多く置

かれた、また､横内の北頃には運動

場（農Ｔ部クラウント）かつくられ

て種々の人会･行雅に使われたほ

か､武道場やフールなど､スポーツ

関連の施設もi回かれた､北部構内

は建物の配置に余裕かあり､教室

や実験棟などか建らヽ宦んた他の横

内とは異なったげ観を見せていた

のてある。
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北､賄に西から暇場､届習林試験

　　　　　　

肺､吐II丿脳と並び､浬動詞の南に

　　　　　　

励桐胴か広かっていた衣3-33)
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一次|ii;'/|i大戦による経済允展

を背けに､191(バ｢代後脂から20年

代前ず･にかけて高等教行賎閉の拡

充政策か展開されるようになる、

京人てはこの時間､経済宇部と農

京部(乱竹川人丿丿バ汗りご自よ､1叫がト

1リしづ卜/バムバ?によってうついと改

祢された)かﾊﾟ置かれ、また化学研究

所か京人辰初の附置研究所として

段置された｡。

　

引人における経済学四迪の講座

は、肖初は法科人ずに属していた

か､やがて分離犯いyへの動きか強

まり、1919( >リ(８)年５川に経済

乍部か良沢されたI,教打ち法学部

から異動し、彼らは経済学会や経

済学批判会仝母休として活茫々研

究活動仝繰り広げ､肖時の宇乍た

ちの間ても非常に計叩｣か高かった

という。

　

農学部没置の背限は経済発腱に

什う人目の増人と贋庶物需要の高

まりてあった」920年から準備作

条か始まり、設にによ192:いに1川と

なった｡印｣良時の腱宇部ては６学

科の名称の多くに｢農林」と冠して

いたか、これはこと林とを区別せ

ず､研究対象てはなく方法によっ

て乍科を介け､研究中:祝の学風を

築二うとしたためとされている｡

　

化学研究所の没μは1926年｣Ｏ川

てあった｡第一次人戦によるドイ

ツからの化宇製ふ'1の輸人途絶は京

人における本格的な化学研究を促

したか､子心研究威服かごめられ

て駿沢されたものて才トタだ、
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Î
"
-
■
'
n
I
-
＾
冷
汗

七

　

こ
Ｌ
ｔ
ｔ
言

ふ

　

っ
律
―
置
悠

-
　
　
　
'
ｓ
ｓ
＊
!
≪
w
？
＊
)

　
　

(
ｅ
奥
麗
亘

●

同
漿
塗
神
１
μ

回
奮
心
宍
鴛
即

回
奎
岳
就
部
姉
冶

感
量
孚
望
肇

回
復
ま
棄
見

０
　

ふ
泰
１
天
泰
友
４
　
!
Ａ
*
＾
ｆ
＾
°
.

　

Ｉ
尽
墨
書
霧
じ
明
渡
４
志
柘
海
市
。

雇
乖
蚤
蕩
尽

令

　

忿
萱
忿

京
都
帝
國
大
學
庶
務
課

僅酒丿囲良占Iを似し言丿幸報J

(1919^15113剛川二教祖の加ふ

れもわかる。〔3-43)

”’・

　

--/I.･･rlk7.I･.jミ
ノヘ七ジジ二……ニ1’

.～－　　　　　　、

　　　　　　　

.･.･ -･1､･.’こ‥-……………4-l
･.仙ね..丿､.丿･....:ぺ.・し‘._.･-..二

　　　　　　　　　　

－｀’｀

　　

……ニこ………jぺ‥‥‥

　

‥‥‥

回,乃７三ｔ｝ジ1927;|：ソ３４町

法字部経済字部研究室

(1916十曜I入山泰治瞎商

・氷喇巾＞｡,詣判｡,磋済学

部は法学部と建物を共

用した。〔3ぺ4〕

－

‐

‐

－

－

ｉ

｜

｜

｜

11｀i'i)

｀'‘i
ial………'i疆4j4i…………jj

l

l

lJ

;…

…!

ii゛

Sillj§il;

　　　　　　　　　　　　　　

･1

　　

｀卜

　　　　　　　　　　

･唄

　　　　

，

ダ

　　

Ｊ。

　　

.

　

y/

　　　　　

，I

　

－

雙｀゜に

　

it

　　　

･，

　

｀

　

7'
S^ぷ　　ｙ

　　　　　

１．－

　　　

゛

。≒'

　

｀'

　　　　　　　

-』－

　

……２……-…………,!,]万惣ご……jご1-･三サプ

　　　　　　　　　　

≒~=や'kl°j二り二か……-

雖軸雖：

　　　　

’

響

U

……

４“

ﾉ
……１

　

ゝ_／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●

　　　　　　　　

Ｋ

　　

Ｉ

　　　　　　　　　

･｡｀

　

：

　

,-り

　　

。

　

１

　　

’－

　

ニ

　　　

り

1

　　

1
1・

L li

l゛

ﾔ〕

－

｀

’つーご一一，～

1

7,

11

……

゛

i

l

・………

………

ｙ７

Ｊ

　　

＼ノ

　

‾゛丿¬?li
｡|

i

u

　　　　　

卜二ｊ

　

□

川ﾚj十

jj

lリ:

j

　　

1……'

i

j

　　

A一一

　

痴6

･.iyヤレ　。，4ヽj……'l｢1､｣｡,1｀',｡:l｣･ i,ly゛･，。

●

　

S加
。ぷ'｀ヽご・･ｙE5 -4……｀

゛～

￥

j?てこ，・，‥‥‥‥;'。

　

。，メぞ

　　　

。

　　　　

･j,｡'

j.･

　

1｀‘

　　　　

｡ヽ

　

jE

　

S，

　　　　　　　　　　　　

1‘

　　　

丿……

S

/yj

奏slilii

　　

’4

ISl

ga19京

IL

1

1

同大

ｌ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ｉ

■ | _

　 　 　 　 　 　 　

ﾑ ･ I =

　 　 　 　 　

- - - ＝

　 　 　 　 　 　 　

| ■

,

1 ･ 匹
-

-

１

－

ｎ

｜



卜1 71汀１剛･ｌｑ,」りト11’ ｜ .JIりII/l　・･|づ=Iljl　・.'f1111り

　

.t凪yト11｡j｡ト，レレトＩ

゛へ，√'I｀゛

Ｑ.八､2ｔ

　

こ.－.，
-ｊt!．ぶ゛

ﾉ?m･’

-･

　

－ｌ.I

1!,ヤト|大叫i ni:;..n30ii丿卜ll"l_!言卜･奴i11111りＩ心,凹IIにいi'

「

茫閃………F，I･1,･:･ii:

リ･1glil1ﾘIAリt’

□ロバビ|’バレ．

Ｕ‥り｜

JIヅベＩ，トリー“|

i↓わハｑL↑’・II･l,ト

り：ﾉ･イ:1かrし

／ｊＤＩＩついにIヤぞ

卜I干にI≒.ト∧･1,卜

ｙ．Ｉ; ･･う

；Ｉｌｉし:-･

０１：;

　

二

　

尹□

　　

‾二･

　

遡Ｊに

ｉ　東区4

。ill.|詞]4WJilji鱗

　

‾Ｍ・､?

　

i'

　　

｀ヽ

　　　　　　　　　

、

喩

　

・

　

｀

　　　　　　　　　　　　

－ヽ

　

／

硲

　

g7

s

;･
．

.………1‘

　

1
万｀

３

．

t/万

畿

二言7ｿﾞﾉ………

ｊむ･ﾀﾞ119§(ﾐ

　　　

'４

　

・

　　

゛………lf‘'I

　　

に'.ほ｀

ﾘ縦2

………上

'

~
-

i

丿万万

゜

1

‘万丿

::｀ﾌﾆj‘ﾉﾉ:

ﾌtL

ル

ごごこふ‥

じjぷ頌

　

｀難ｹｿﾞﾚ
ｴ、一

　

ﾔ＼∇二二

１

　　

レ ;;ぷ'■<
■<･･4' ;　llに“iごズノ∠゛，川･]＼げ1:■

lAE ■

ｙ
^;い　　jJﾑ

漁

丿良・り固……ｋﾌ:r゛y5J二・シード↓暴力以:･ﾍﾞﾍﾟ4111 j…
……。

Z

fi;

　

'＾

　

゛114
:〔゛'　　‘，"'ヽ‘'こZi?t-.４_　･.”‘，‘-~-'-"'゛1゛；　，

〕恋心
F'ﾐ…

…………'i:゛

'´1｀

‘

　　

２

　

゛贈|謂i‘e……｀';

二丿晋二ド禿竹赳

　

＿ぎ－９｀問,7

‾へ（

　　　

｀へ--3S-1.:▽以r゛ . 一牡だ'‾‾　　　，ｙニフ,｀

……ｊ.
ノ９｀゛尚ぺ./”ｙ゛゛ノー:々¨゛゛.s.ごご丿ふ

二'励琵に沁磁二心砂振i｡……沓a謳1

　

'I

　　　　

幸ﾄI屏ﾔﾍﾞ

　　

ｊ

　

'‘

　

'Ｉ

　　

･。

，'７１７恍jとyｵｻﾞ｀７……j

　　

一一

　

－
……゛一・t)｀Jｽﾞ･1,1.

　　

4;Ｔ

　

……必

　　　　

罠＼

　　　　　　　　,祓1奇態ﾔi　　　　　　　--｡’゛ilｓ
’ 。゛ie

T……:二ﾆ∧乙

　　　　　　　

ッづ

　　　　　

二ﾆ／-／″

　　　　　　　　　

ソ‾1

…

…11…

…

…
ｊ”

……ﾀﾞ

こ

り

］ 　j..i

;yﾕこj･●ご?

　

|

.

ll……゛

｡’lj

’ljj

ij,‘り欄9jS11

　　　　　　　

池
－

　　　　　　　

量２泌ｉ－



〆

遠
隔
施
設
の
設
置

卜円

マ㈲･こそヤフ:喝 ｊ哲ン丿・Ｉい.丿口.IIり.II」；’.itil‘i･

　

この時間京人ては､農学部･川.マ

耶を中心に心隔地に多くの附脱施

設か設置された

　

そのなかても農宇部附属演が林

は睨模が圧倒的に人きく、班ぽ|の

役割を持った削人は台湾（1り叩

十）･朝鮮（1叫丿丿）･樺人（1ﾘ1ｙ［つ

と、肖時の柚尺地に:3ヵ所の演習

林を保科してょい八これらの前哨

の介計は10ﾉﾂﾞhaをこえていた､演

習林では､研究･教介以外に遺林雅

哀もりわれ、人ずの財政運行「一

定の役割を眼たしたか､柚尺地に

おいては治安力問世もあり、必ず

しも粁営加順洲て々かったと二ろ

もあった.碩尺地力演習林は､円水

力人字としての帝国人字の側面を

象徴するものとちいえる.

　

演習林以外にも、最新力設備を

もっと施設か遠隔旨地に設けべれ

た

　

これら四施設け､観測りご験機

能か巾心てあり、人字がより火践

的か側前て什勁との関わりか深め

ていく証ﾉIでということかてきる
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昧をらつ胆汁となっし

　

しかし、帝国人乍における∩お
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戦前の帝田人学ては､ツッ1とのス

ポーツも盛んてあった］呪述のよ

うに学内力陸ト・水ll運動人会は

中断されていたか、まち々く復活

し、教打ちましえた学内行小とし

て定杵していった。

　

京人削ヽy時には野球部とテニス

部力わずか２部しかなかった運動

部も次第に増加し、1910け万口い）

年には20を数えるようになった｡

このなかには､19:豺いトヘルリンオ

リンピックミに跳ひて財毀新記録

て歌メダルを獲得した田島I白丿人の

いた陸卜境技部や､1兜O年イロ曼｀ト

明冶･V-lifillト慶応を辿破して日本

‥に輝いたラ武蹴球レラクヒー）部

など二その払を轟かせた部も少な

くない｡

　

192､4Uい1より年10川には､運勁

週間といわれた頃人力運勁諸部と

の対抗戦が始まったか丿リユス外

の諸人字とち交流試てTか活宛に行

われていた

　

さらに1;（人力運動語

部は汀|らの試jTたけてなく、高等

才校･l.y門学校の競技人勁もi｛催

していた

　

インターハイと呼はれ

る二の人勁にし旧制の乍校制度の

もとては帝出人乍力迦俯仰iで催て

行われることか多く、特に小人の

運動部は栢仙的てあった

　

戦前開のフ､ホーツ界において人

字の運動部は中心的らイITてあった

か､その々かて人月力点ても絹織

力立て仏座人か占める位置はﾉく､き

なしのかあうた｡といえ↓ﾐう、
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ある

　

水彩出仝趣日永としていた川

忖によるこの目記ては、日常の生
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政治情勢などか実に牛.き牛きと、

しかも繊細に描き出1されている

二れらの漫画の一点-点は､今西

とは違った雰囲気をもって時代の

状況を謡りかけてくれている
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想か知識人･学生らに次第に広が

るか､それに比例して肖肘側の統

制･弾げら強まっていくことになる。

　

京人ては192:似人Hで12)午に社会

ﾄﾄ裳研究ま[以ド川IJDか叩i成され

た､］日計はヤ国的な宇土連ごTごに

加悶し、プロレタリア社会科ずに

関する研究にととまらす､烈学者

教育協会を結成するなと二むしろ

その什会への汚及に刀をいれよう

とした1り2が目2川、車事敢行反対

運動を契機として苛察は京人･同
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力休職を要求してきたか､法乍部

教授会はノヅムノ汀|治に反するちい

として二れを拒l卜し、５Ｕ凹目山
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時
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の
大
学
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究
所
の
新
設

６２

　

ｎ印）年代尚｀『から』田ト代にかけ

てバリ√こはトミつかの叫究所や

乍トト謁爪子か所駿されるか、これ

は叩片令円山人才で国策にしして

とられた拡人策力

　

-即てもあっし．

　

ます1り叩（ド汗|目）半丿川に.人丈

科乍研究所（ドドノ､え叫）加計置さ

れたノ、.え附け回制に叩十衣二割鼎

ナル頃亜二門フ､ル人文科学ノ祐イT

研究ヲ掌ノトとうたい､才望にﾉ対やを

二之だ囲いたこによる附究江伺い

祐匹丿

　

また土耶∩巾こ皿耶叫究

所け見：肝片|凡世研究所）か設置され

た結核所は当時田民病といわれ

た結核の斤防およひ治療について

力研究を目的としていたか､設置

力背げには車郎を中心とした幟時
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戦前間の帝国人十においては儀

八･入叫は巾:万々意味息特にバこい

たか､核町川には戦心山揚、十りき

の強化とﾆいう目的も㈲わって、そ

の巾ﾊﾟ堤性は

　

Λり増すことになる

　

I叫O（昭則に）年１川学併けjよび

乍歓か制足された

　

これはljド「の

イf ’∩……y:i,L二鼎4･、Iﾉｸﾉﾚ#,:,';
iぴう

趣旨に応えるぢま｡として計画､され

たものて、万万し八〇」（ヒ学歌心歌

詞はふ弧作11111よりかかから送足され

たらのてあいこ

　

爪1州によＯレド汀川

祝行力式典か以人ても行われるこ

とになり√yツトノ丿丿催公開や講演

公かとか肝され、さべに京人尽阿

力沿吊:史てあろ≒叶に､帽Eけご匹七｡

も川行された

　

圭た、戦印･に直接門係牛る俵八･

八叫についても、巾ヅペう沁目陥落、

吋乾礼IY戦flバl i･といった戦㈲の節

川には教員り、学牛づぐ」乱卜川付に
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